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１．生鮮食品需要

➢ 生鮮食品は宇宙生活を快適に送るうえで必要不可欠
✓ 生鮮食品のISS到着や喫食に際し、喜ぶ宇宙飛行士のコメ
ント多数。

✓ 他の機関が輸送する生鮮食品に比べてJAXAが輸送した
生鮮食品は、とてもフレッシュで美味しいと海外の宇宙飛行
士からも高い評価。

➢ 活発化する民間人の宇宙活動
✓ 2022年4月には、スペースXの宇宙船クルー・ドラゴンに搭
乗した4人の「民間宇宙飛行士」が国際宇宙ステーション
(ISS)ミッションに参加。

✓ アマゾン・ドット・コム創業者のジェフ・ベゾス氏が設立した
宇宙企業ブルーオリジンは、既に4度の有人飛行を成功。

地球低軌道への生鮮食品輸送事業には、民間の事業
者によるビジネスチャンスがある可能性
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【参考】HTV-X搭載生鮮食品事業実現に向けた検討の当初の方向性
当初の事業転換のイメージ



２．宇宙の市場規模（有人活動）

➢ 宇宙観光・旅行の市場規模は、年平均86%程度の成長率と予測され、2028年時点では34億ドル程度の市
場規模まで成長すると予測されている。

「研究開発局宇宙開発利用課 革新的将来宇宙輸
送システム実現に向けたロードマップ検討会」
JAXA資料より抜粋
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/2021011
8-mxt_uchukai01-000012441_5.pdf

➢ なお、2020年以降数年間にかけては主にサブオービタル飛行がけん引する見込み。
➢ 軌道上への旅行は当面は高価であり、ニッチであると考えられるが、ISSがより商業的なハブとなり、各国
の政府主導の宇宙開発計画の影響を受け成長する見込み。

➢ 潜在的には非常に多数の需要が見込まれているものの、資金調達および技術課題が実現の制約となっ
ている。しかし、消費者の本市場に対する興味は増しており、サブオービタルフライトにおける信頼性およ
び定常性が示されれば、本市場は成長することが予想される。

➢ サブオービタルフライトの価格は，市場での競争，フライト機会の提供に加え，2地点間輸送の発展の影響
を強く受けることが予想される．

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20210118-mxt_uchukai01-000012441_5.pdf


２． 想定するビジネスモデル①

＜宇宙旅行者への提供＞
➢ 今後増加が予想される宇宙旅行者を顧客として、生鮮食品を販売するビジネス
➢ JAXAによるHTV-Xを活用した輸送をその実証機会として活用
➢ 搭載実績、ノウハウを蓄積でき、将来の宇宙旅行者への販売ビジネスで優位に立つことが可能

生産者 事業者

納品

発注

発注・支援

HTV-Xで打ち上げ

生産者 事業者

納品

発注

民間輸送機による打ち上げ

宇宙飛行士へ提供 宇宙旅行者へ提供

【実証期間】 【将来】

発注



３. 国内の市場規模（生鮮食品）

➢ 令和3年の野菜の卸売価額は１兆9,608億円で、前年に比べ４％減少した。（図1）
➢ 一方で果物の卸売価額は１兆669億円で、前年に比べ４％増加した。（図2）
➢ 人口減少などの影響もあり、国内の市場は今後も緩やかな減少傾向が継続することが予想されるものの、
共に卸売価額は1兆円を超えており、市場規模は大きいものである。

農林水産統計 青果物卸売市場調査結果（令和３年年間計及び月別）



３. 想定するビジネスモデル②

＜国内流通の広告宣伝で活用＞
➢ 国内の一般消費者をターゲットにするビジネス
➢ 国内の根強い生鮮食品需要が土台
➢ 宇宙へ行った話題性、保存技術などをアピールし、消費者の購買意欲を刺激し、販売の拡大を狙う事業

生産者 青果部門

地上
スーパー等

輸送部門

納品 除菌・梱包

発注

この野菜は宇宙に行った
ものと同じ品種です！

発注・支援



４. 海外輸出の市場規模（生鮮食品）

➢ 農産物の海外輸出額は2012年以降一貫して増加傾向
➢ 2020年から2021年にかけて22.7％増加
➢ 中でも青果物は、28.3％増加
➢ 食料・農業・農村基本計画（令和2年3月31日閣議決定）において、令和12年までに農産物の輸出額を1.4
兆円とする目標が設定

農林水産省 農林水産物・食品の輸出に関する統計情報 「令和3年（2021年）【確々報値】」より



４. 想定するビジネスモデル③

＜生鮮食品の保存技術を海外輸出へ活用＞
➢ JAXAや自社が保有する保存技術を活用
➢ 海外における日本の生鮮食品の需要の高まりに対応
➢ 宇宙×日本というブランドで海外への輸出を行うビジネス

事業者

保存技術等を活用し海外へ輸出

JAXA生鮮食品の保存技術や
自社技術等を活用

海外へ
輸出

発注・支援



【参考】JAXAと民間事業者の取り組み：宇宙日本食

＜宇宙日本食について＞
➢ 食品メーカなどが提案する食品をJAXAが定める宇宙日本食認証基準と照らし、基準を満足している場合
に宇宙日本食として認証

食品
メーカー

認証

軌道上の画像などを
広報利用



【参考】JAXAと民間事業者の取り組み：宇宙日本食

▲宇宙日本食ロゴマークを使用した商品化

▲自社HP内：宇宙日本食特設ページ（サガミHD様ほか多数）

▲自社製品のポスター、チラシ、店頭POPなど販促ツール

▲自社販売サイト・イベント（パネル展示）での発信©2022 JAXA 12



【参考】JAXAと民間事業者の取り組み：生活用品

＜生活用品について＞
➢ 宇宙生活での課題や困りごと集「Space Life Story Book」を公開。
➢ 宇宙生活／地上生活に共通する課題を解決する生活用品アイデア募集を実施。
➢ 多くのアイデアが集まり、その中から選定された9品が2022年ISSに搭載予定。

事業者

宇宙での困りごと公開

解決するアイデア提案
製品の開発

ISSへ搭載



【参考】JAXAと民間事業者の取り組み：その他（再掲）

＜日本の民間企業のISS利用と低軌道活動関連事業への参入事例＞
➢ 宇宙開発利用部会国際宇宙ステーション・国際宇宙探査小委員会（第46回）会議資料46-2より抜粋


